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新体操における団体競技の演技分析
一リボンの演技について






























2. 様性 9.5 
3. 音楽と動きの関係
B ボーナス 1． 独創性(難難Or度igのinコality) 0.3まで
0.5 
新しい
新しい 度 ‘ノビ` ネーション 0.1 X 3 
新しいフォーメーション
しい選手間の連携
2. リスク (Risk) 0.2まで
手換具操作において











わせは 6,5 • 1, 4 • 2, 3 • 3, 2 • 2 • 2,単独，その他に分類される。例えば， 6名全員で横
1列に並び同じ運動をした場合は 6, 2 人組になり運動をした場合は 2•2•2 と分類した。フ
ォーメーションの種類は多種多様であり，その数は無限ともいえる。フォーメーションの数に
おける各国の差は殆ど見られないが， しいていえば，朝鮮民主主義人民共和国と日本の 6, ソ
連の 2人組の多い事があげられる。また， ソ連のその他とされるフォーメーションは 1人， 2 
人， 3人が次々に少しの間をおいて手具の投げ上げと共に移動するものであり，他には見られ
ないものであった。団体では， 6 や 3•3 や 2 • 2 • 2が一般的なフォーメーションとされている
が， 5• 1 や 4•2 その他に属するものが各国共に多く含まれ，工夫されていた。なわ 3 本とボ
ール 3個のような複合手具の場合は，その手具同志の組み合わせや 1個ずつの手具を組み合わ




国 名 演技時間 6 5 • 1 4 • 2 3 • 3 2 • 2 • 2 単独 その他 総数
ブルガリア 2分23秒 3 
゜
2 3 5 1 
゜
14 
ソ 連 2分23秒 3 2 2 4 7 1 1 20 
朝人鮮民民共主和主義国 2分10秒 6 1 3 5 5 
゜゜
20 
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回数 フォーメーション 方 法 難度レベル
1 F 4 (AB)腕の振りと共に前方に投げる 中級
プ
4 Iレ 2 F 6 (A)後方に大きく投げる (B)同様に投げクーンして受ける 高級
ガ
リ 回 3 F 11 (A)前方に投げジャンプして受ける (B)脚で前方に投げる 高級
ア
4 F 12~13 (A)小さく投げる (B)2本持ちから2本投げる (A)2本受け 1本投げる 中級
1 F 4 (A)相手の首にかける (B)後方に投げる 中級
ソ 6 2 F 5 (A)前方に投げる (B)小さく投げ脚で踏んで受け投げる 高級
3 F 10 (A)ジャンプで後方に投げる (B)その場ジャンプで後方に投げる 高級
4 F 11 （心 3人で小さく投げる (B)3人で横に大きく投げる 中級
連 回 5 F 13 (A)手渡し (B)2本持ちから 2本投げ 1本を受ける 中級
6 F 17 (A)前方に投げる (B)脚で後方に投げる 中級
巳
3 1 F 5 (A)座運動で後方に投げる (B)ターンで投げる 中級
2 F 8 (AB)ジャンプで後方に投げる 高級
回 3 F 14 (A)ジャンプし脚下から後方に投げる (B)ジャンプで前方に投げる 高級
1 F 5 (AB)前方に投げる 中級
日 5 2 F 9 (AB)後方に投げる 高級
3 F 13 (AB)後方に投げる 高級
本 回 4 F 16 (AB)後方に投げる 高級
5 F 16 (AB)脚を振り上げ脚下で持ち変え横に投げる 高級
ここでまず注目したのは，朝鮮民主主義人民共和国の交換数である。ビデオの分析結果では
3回しか見られなかった。採点上のミスはなかったのだろうか。 0.3(中級の交換が不足して
いる）の減点で 9.55,..._,9.60という決定点なのか定かではない。他のチームは 4回～ 6回の交
換数であり，交換方法はほとんど投げで占められている。各々に投げ方の工夫があったが，特
にソ連は首にかけ引っ張り第 2交換につなげる（第 1交換）や 2本投げ（第 5交換）や脚で投
げる（第 6交換）など難しい組み合わせを考えている。ブルガリアは一方が足首で前方に投げ
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3. 徒手要素について











プルガリア ソ 連 朝鮮民主主義人民共和国 日 本
内 容 難度レペル 内容 難度レペル 内 容 難度レペル 内 容 難度レペル
ビ． I.2 回 転 高級 1. 2 回転 高級 1. 1 回 転 中級 1. 1 回 転 高級
ボ 2. 1 回 転 中級 2. 2 回転 高級 2. 1 回 転 中級 2. 1 回 転 中級
ツ 3. 2 回 転 高級 3.腕支持 高級 3 2 回 転 高級 3. 2 回 転 高級
卜 4. 2 回 転 高級
ノ‘令 1.側 方 中 級 1.腕 支 持 高級 1.後 方 中級
、う 2.側 方 中級 なし 2.側 方 中級 2.腕 支 持 高級
ス 3.側 方 中 級 3.側 方 高級 3.腕 支 持 高級
1.前後開脚 中級 1.そ の 場 中級 1.前後開脚 中級
ジ なし 2.連続前後開脚 高級 2.連続前後開脚 高級
ヤ 3.そ の 場 中級 3.左右開脚 中級
ン' 4.ク ソ 高級 4.連続クーン 高級
プ 5.そ の 場 中級
6.そ の 場 中級
柔
1. M G キック 高級 1. MGキック 高級 1. MGキック 中級 1. MGキック 高級
軟
2. MGキック 高級 2. MGキック 中級 2.後 屈 中級 2.もぐり回転 中級
性
























表 6 オリジナリティとリスクについて F ＝フォーメーション
オリジナリティ F リ ス ク F 
ブ 1. かたまりから広がる 2 1. 投げジャンプ前転して受け 5 
Iレ 2. リボンをリボンにかけ引っ張る 10 る
> 3. リボンを投げ空中で交差させ受け 14 2. 投げ前転 2回して受ける 14 る
1. 第 5交が換 13 1. 1人が投げジャンプ前転し， 14 
ソ 2. 5人 バランスしリボンと身体の 16 2人げが投転げターン 3人が
間をホ＜ をぐる
投前 2回して，受ける
連 3. リ ン リボンにかけ引っ張る 18 
4. 空中のリボンをまとめる 20 
鮮朝主義共 1. リボンと身体の間をくぐる
11 
2. リボンを身張体にかけ引っ張る 16 な し民人和 3. リボンを り身体の下に持ってい 20 
主民国 ＜ 




2. 投げターン前転して受ける 12 
独創性については，ブルガリア・ソ連•朝鮮民主主義人民共和国の 3 ヶ国に 3 個以上のオリ
ジナリティが数えられた。ブルガリアの 1は演技のスタートで全員がかたまり，そこから 2人
組あるいは個々の運動で広がっていくもので，フォーメーション移動におけるオリジナリティ
といえる。 リボンの使い方として，ブルガリアの 2, ソ連の 3' 朝鮮民主主義人民共和国の 2
があげられる。これは一方がリボンの端を持ちリボンの一部分が相手の身体かリボンの一部に
かかった状態で端を引っ張ることによりスティックを自分にもどす， という特殊な使い方であ
る。また， ソ連の 4や日本の 1は空中に低く投げられた数本のリボンを一人が身体あるいは腕
でまとめるというもので，演技の終わりに使われていた。共に団体ならではの創意工夫である。
ソ連の 1は一方が 2本のリボンを投げ， 1本は相手が， 1本は自分が受け，相手は受けると同
時に直ぐ投げて前転して受けるという技術的に高度なものが見られた。 リスクはブルガリアに
2回， ソ連に 1回， 日本に 2回入っていた。投げの間にジャンプ，ターン，前転などが組み合
わされたものがほとんどだが， ソ連はその一つに 1人 2人 3人と次々に異なったリスクを行い
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変化を見せていた。これらのオリジナリティやリスクはミスなく行われることによって認めら
れる。
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